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会
議
報
告

臨
時
会
議
と
９
月
定
例
会

議
の
内
容
を
抜
粋
し
て
報

告
い
た
し
ま
す
。

臨
時
会
議７

月
12
日
開
催

定
例
会
議９

月
12
日
開
催

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）
　
　
３
８
０
０
万
円
追
加

〇
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

事
業
費

３
５
２
９
万
５
千
円

鈴
木
紀
夫
　
今
回
給
付
金
の
対

象
と
な
る
、
定
額
減
税
に
漏
れ

た
方
と
は
、
ど
う
い
っ
た
方
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
国
の
制
度
で

一
人
当
た
り
、
所
得
税
で
３
万

円
、
住
民
税
で
１
万
円
減
税
す

る
と
い
う
も
の
で
、
減
税
し
き

れ
な
か
っ
た
方
に
今
回
の
給
付

金
で
賄
う
も
の
。

■
関
川
小
学
校
省
エ
ネ
改
修

（
照
明
器
具
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
更
新
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

◇
脱
炭
素
に
係
る
国
の
補
助
事

業
を
活
用
し
、
関
川
小
学
校
の

省
エ
ネ
改
修
を
行
う
も
の
。

・
契
約
方
法
　
一
般
競
争
入
札

・
契
約
者
　
　
㈲
須
貝
電
器

・
契
約
金
額
　
５
８
３
０
万
円

■
関
川
中
学
校
省
エ
ネ
改
修

（
照
明
器
具
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
更
新
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

◇
提
案
理
由
の
説
明
と
契
約
方

法
は
関
川
小
学
校
省
エ
ネ
改
修

と
同
様
。

・
契
約
者
　
　
旭
電
工
㈱

　
　
　
　
　
　
関
川
営
業
所

・
契
約
金
額
　
５
８
０
８
万
円

ま
れ
る
が
、
そ
の
分
を
村
が
全

額
補
助
す
る
も
の
。
な
お
、
対

象
者
は
村
民
の
65
才
以
上
の
方

ま
た
は
、
60
才
以
上
64
才
以
下

で
重
度
の
疾
患
の
あ
る
方
。

川

哲
也
　
村
が
補
助
対
象
と

す
る
根
拠
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
予
防
接
種
法
に
よ
り
村
は

実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
村
が
補
助
し
た
分
に
つ

い
て
は
国
の
交
付
税
の
対
象
に

な
る
。
村
が
補
助
し
な
い
と
な

る
と
、
個
人
負
担
が
約
７
千
円

と
高
額
と
な
り
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
等
と
比
較
し
て

も
差
が
あ
る
。
ま
た
、
近
隣
市

町
村
も
同
様
の
対
応
を
し
て
い

る
。

〇
脱
炭
素
推
進
事
業
費
補
助
金

２
０
６
２
万
円

◇
太
陽
光
発
電
事
業
費
補
助
を

事
業
者
に
対
し
て
行
う
も
の
。

〇
過
年
度
発
生
災
害
復
旧
事
業

工
事
請
負
費

３
１
０
０
万
円

◇
３
工
事
の
増
工
分
と
内
須
川

地
内
農
道
復
旧
工
事
。

■
下
山
川
河
川
災
害
復
旧
工

事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

（
桂
地
内
）

・
変
更
前
の
請
負
金
額

６
６
８
４
万
４
千
円

・
変
更
後
の
請
負
金
額

６
３
４
０
万
１
千
円

・
変
更
請
負
契
約
に
よ
る
減

３
４
４
万
３
千
円

・
契
約
者
　
㈱
山
嘉
土
建

◇
工
事
の
変
更
に
よ
り
増
減
が

あ
る
が
、
相
殺
の
結
果
が
減
と

な
っ
た
も
の
。

◇
９
月
定
例
会
議
は
、
報
告
１

件
、
認
定
３
件
、
議
案
６
件
、

陳
情
１
件
、
委
員
会
発
議
２
件
、

議
員
発
議
１
件
に
つ
い
て
審
議

し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）
　
　
９
９
５
０
万
円
追
加

〇
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

委
託
料

１
５
６
５
万
２
千
円

鈴
木
紀
夫
　
歳
入
の
国
庫
補
助

金
と
歳
出
の
委
託
料
が
違
う
の

は
何
故
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
歳
入
の
国
庫

補
助
金
は
、
ワ
ク
チ
ン
代
の
約

７
割
が
対
象
金
額
。
残
り
は
個

人
負
担
と
な
る
。
歳
出
に
は
、

そ
の
他
、
医
師
の
技
術
料
が
含

ＬＥＤ化工事

桂地内
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区分 件　　　名 結果

小
澤

　
　仁

加
藤
つ
や
子

川


　哲
也

近

　
　敬
志

近

　壽
太
郎

加
藤

　和
泰


橋

　正
之

菅
原

　
　修

平
田

　
　広

鈴
木

　紀
夫

臨
時

９
月
定
例

〇　賛成　　×　反対　　　―　議案が議員本人に関する場合や議長は採決に参加できません。

議員表決結果報告

 議案 
関川小学校省エネ改修（照明器具LDE化更新）工事
請負契約の締結について　　　　　　　　　　　　　

 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 可決

 議案 
関川中学校省エネ改修（照明器具LDE化更新）工事
請負契約の締結について　　　　　　　　　　　　

 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 可決

 議案 令和６年度関川村一般会計補正予算（第５号） － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 可決

 認定 令和５年度関川村各会計の決算認定について － 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ○ 認定

 認定 令和５年度関川村下水道事業会計の決算認定について － 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ○ 認定

 認定 
令和５年度関川村簡易水道事業会計の決算認定に
ついて　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 － 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ○ 認定

 議案 
関川村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例　　　　　　　

 － 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ○ 可決

 議案 新潟県後期高齢者医療広域連合規約の変更について － 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ○ 可決

 議案 令和６年度関川村一般会計補正予算（第６号） － 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ○ 可決

 議案 
令和６年度関川村国民健康保険関川診療所特別会計
補正予算（第２号）　　　　　　　　　　　　　

 － 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ○ 可決

 議案 
令和６年度関川村介護保険事業特別会計補正予算
（第２号）　　　　　　　　　　　　　　　　　

 － 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ○ 可決

 議案 下山川河川災害復旧工事変更請負契約の締結について － 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ○ 可決

 陳情 

「私立高校の学費負担軽減と専任教員増を推進するため、
私学助成の増額・拡充を求める意見書」の採択を求め
る陳情　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 － 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ○ 採択

 発委案 

私立高校の学費負担軽減と専任教員増推進するため、
私学助成の増額・拡充を求める意見書の提出につい
て（国）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 － 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ○ 可決

 発委案 

私立高校の学費負担軽減と専任教員増を推進するため、
私学助成の増額・拡充を求める意見書の提出について
（県）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 － 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ○ 可決

 発議案 議員報酬の適正化を求める決議の提出について － 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ○ 可決
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歳

出

総
務
費

近
壽
太
郎

　
防
災
無
線
基
本
構
想
策
定
を

委
託
し
た
が
、
今
現
在
ど
ん
な

状
況
か
。

政
策
監

　
現
状
の
シ
ス
テ
ム
の
調
査
も

併
せ
て
行
っ
て
い
ま
し
た
が
策

定
も
終
わ
り
、
実
施
設
計
中
。

今
年
度
中
に
方
針
が
で
る
。

鈴
木
紀
夫

　
災
害
派
遣
の
職
員
へ
の
手
当

と
は
、
能
登
半
島
被
災
地
へ
の

村
職
員
の
派
遣
経
費
か
。

人
事
財
政
班
長

　
能
登
半
島
被
災
地
へ
の
派
遣

経
費
で
は
な
く
、
令
和
５
年
度

中
の
、
村
に
災
害
派
遣
さ
れ
た

村
外
か
ら
の
職
員
へ
の
手
当
。

近

敬
志

　
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
率
は
。

住
民
環
境
班
長

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
対
象
の
住
民

票
は
約
12
％
、
印
鑑
証
明
は
約

10
％
。
90
％
は
窓
口
で
の
発
行
。

民
生
費

平
田

広

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
補
助
金
は
、

団
体
に
一
定
以
上
の
繰
越
金
が

あ
る
と
補
助
し
な
い
と
し
て
い

た
が
、
令
和
５
年
度
は
補
助
し

た
理
由
は
。

健
康
福
祉
課
長

　
補
助
金
に
関
す
る
村
の
要
綱

に
不
備
が
あ
り
、
５
年
度
は
補

助
し
た
。
要
綱
を
改
正
し
、
住

民
に
説
明
し
て
い
く
。

衛
生
費

近

敬
志

　
不
妊
治
療
費
助
成
に
つ
い
て
、

助
成
後
の
対
象
者
の
追
跡
調
査

な
ど
は
行
っ
て
い
る
か
。

健
康
推
進
班
長

　
追
跡
調
査
は
行
っ
て
い
な

い
。
妊
娠
の
届
出
が
来
て
る
方

で
、
治
療
を
さ
れ
た
方
も
お

り
、
治
療
費
助
成
は
必
要
と
考

え
る
。

農
林
水
産
業
費


橋
正
之

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い

交
付
金
の
内
容
は
。

農
林
課
長

　
傾
斜
地
畦
畔
な
ど
が
あ
る
耕

作
不
利
地
の
維
持
管
理
等
へ
の

補
助
で
、
村
内
の
11
組
織
に
交

付
し
た
。

土
木
費

川

哲
也

　
住
宅
改
修
の
補
助
に
つ
い
て
、

５
年
度
の
実
績
は
。

防災タブレット

マルチコピー機

中山間地域

令和５年度　決算審査特別委員会
９月定例会議において、令和５年度の決算審査が委員会付託され、委員長 鈴木紀夫、副委員長 川﨑
哲也、他委員５名と村長、政策監、各課長、班長出席のもと９月12日・13日・17日の３日間にわたり
審査を行い、原案の通り認定されました。抜粋し、一部を紹介いたします。
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建
設
課
長

　
50
件
で
す
。
景
気
対
策
事
業

と
し
て
、
利
用
者
に
は
毎
年
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

災
害
復
旧
費

平
田

広

　
不※

用
額
が
半
分
以
上
あ
る
が

な
ぜ
か
。

農
村
整
備
班
長

　
災
害
査
定
費
予
算
を
大
き
く

取
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
査
定

直
前
に
補
助
対
象
外
と
な
っ
た

案
件
も
あ
り
、
不※

用
額
が
大
き

く
な
り
ま
し
た
。

※
不
用
額
…
結
果
と
し
て
使
用

す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
額
。

教
育
費

鈴
木
紀
夫

　
文
化
財
保
護
費
減
額
の
理
由

は
。

教
育
課
長

　
渡
邉
家
の
屋
根
の
補
修
を
令

和
５
年
度
に
は
実
施
し
な
か
っ

た
た
め
。歳

入

地
方
交
付
税


橋
正
之

　
地
方
交
付
税
は
減
っ
て
い
る

が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

政
策
監

　
人
口
が
減
り
、
交
付
金
も
減

っ
て
い
る
。
今
後
、
人
口
規
模

に
合
わ
せ
た
行
政
運
営
が
必
要

で
あ
り
、
村
の
将
来
を
村
民
と

一
緒
に
考
え
た
い
。

財

産

菅
原

修

　
株
式
会
社
わ
か
ぶ
な
高
原
に

貸
付
の
未
収
金
が
あ
る
が
、
そ

の
対
応
は
。

政
策
監

　
回
収
の
見
込
み
は
薄
い
。
登

記
簿
上
の
法
人
が
残
っ
て
お
り
、

不※

能
欠
損
処
理
を
す
る
に
し
て

も
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
検
討
が
必

要
。

※
不
能
欠
損
処
分
…
徴
収
の
見

込
み
が
た
た
な
い
た
め
、
自

治
体
が
そ
の
徴
収
を
諦
め
る

こ
と
。

平
田

広

　
土
地
貸
付
料
が
増
額
し
た
要

因
は
。

政
策
監

　
ス
キ
ー
場
跡
地
の
土
地
貸
付

料
の
日
数
計
算
の
関
係
。

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業

川

哲
也

　
保
険
給
付
費
減
の
要
因
は
。

医
療
を
受
け
た
人
が
少
な
か
っ

た
の
か
。

福
祉
保
険
班
長

　
国
保
被
保
険
者
が
後
期
高
齢

者
保
険
に
移
行
し
た
た
め
、
給

付
費
が
減
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

一
人
当
た
り
に
す
る
と
給
付
費

は
増
え
て
い
る
。

監査委員の意見

審査に付された一般会計、特別会計の歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する
調書、財産に関する調書及び基金の運用状況を示す書類は法令に準拠して作成されており、
決算計数は関係証拠書類と照合した結果、誤りのないものと認められました。
今後も村の発展と健全財政の堅持に一層努力されるようお願いします。

スキー場跡地活用例

農地災害
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問　
道
の
駅
周
辺
整
備
事
業

と
し
て
渡
邉
邸
裏
の
土
地
を

購
入
し
た
が
、
裏
口
を
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
し
、
障
害
の
あ

る
方
に
も
配
慮
し
た
観
光
促

進
を
図
れ
な
い
か
伺
う
。

 

村
長　
裏
門
か
ら
館
内
に
入

る
ま
で
は
段
差
や
水
路
な
ど

障
害
物
も
多
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
障
害
の
あ
る
方
も
無

い
方
も
安
心
し
て
観
光
し
て

頂
け
る
よ
う
渡
邉
家
保
存
会

と
村
と
で
議
論
を
前
に
進
め

て
い
き
た
い
。

 

問　
村
の
重
要
文
化
財
を
利

用
し
た
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト

開
催
で
、
積
極
的
な
集
客
が

必
要
と
考
え
る
が
所
見
を
伺

う
。

 

村
長　
村
で
は
、
新
た
な
観

覧
客
の
掘
起
し
と
リ
ピ
ー
タ

ー
確
保
の
為
、
８
月
か
ら
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用
し

た
。
今
後
は
商
工
会
や
温
泉

組
合
、
関
係
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
集
客
に
努
め
た
い
。

避
難
所
の
空
調
整
備

と
備
蓄
点
検

 

問　
防
災
計
画
に
記
載
の
避

難
場
所
の
空
調
整
備
は
。

 

村
長　
現
在
、
利
用
中
の
施

設
は
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、

廃
校
や
小
中
学
校
は
限
定
的

で
あ
り
、
多
額
の
経
費
を
要

す
た
め
先
ず
は
中
学
校
へ
の

整
備
を
検
討
す
る
。

 

問　
避
難
所
の
備
蓄
品
の
点

検
は
。

 

村
長　
年
に
１
度
棚
卸
を
行

い
、
賞
味
期
限
切
れ
の
入
替

え
を
し
て
い
る
。

 

問　
２
次
災
害
に
備
え
た
備

品
整
備
は
。

 

政
策
監　

順
次
揃
え
る
必

要
性
が
あ
る
。

渡邉邸のバリアフリー化を
村　長　 渡邉家保存会と議論を進める

 
問　
屋
根
置
き
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
は
、
建
物
積
雪
荷
重
超

過
と
構
造
上
の
問
題
で
設
置

不
能
と
の
こ
と
、
野
立
て
の

箇
所
数
と
場
所
や
規
模
に
つ

い
て
と
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
駐
車
場
へ
の
垂
直
パ
ネ

ル
の
設
置
に
つ
い
て
の
検
討

結
果
を
伺
う
。

 

村
長　
野
立
て
の
箇
所
は
２

箇
所
で
、
関
川
中
学
校
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
脇
に
４
５
８
．
９

キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
敷
地
に
２
５
．
８
キ

ロ
ワ
ッ
ト
。
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
駐
車
場
へ
の
垂
直
パ

ネ
ル
の
設
置
に
つ
い
て
は
見

送
る
こ
と
と
し
た
。

 

問　
村
上
に
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
が
計
画
さ
れ
て
い
る

が
材
な
ど
の
心
配
は
な
い
か
。

 

村
長　
材
の
奪
い
合
い
と
い

う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い

の
で
危
惧
は
し
て
い
る
。
村

が
進
め
る
発
電
事
業
は
、
年

間
４
千
ト
ン
ま
で
の
材
で
あ

れ
ば
供
給
可
能
。

 

問　
村
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
事
業
の
進
捗
は
。

 

村
長　
昨
今
の
物
価
高
騰
も

あ
り
、
事
業
の
採
算
性
に
つ

い
て
再
度
調
査
を
し
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
発
電
事
業
の
主
体

と
な
る
事
業
体
を
現
在
模
索

し
て
い
る
と
い
う
状
況
。

脱炭素事業計画の進捗は
村　長　 全身全霊で取り組む

加
か と う つ や こ

藤つや子 議員

髙
たかはしまさゆき

橋正之 議員

バイオマス発電イメージ図

渡邉邸裏口

ソーラーパネル
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川
か わ さ き て つ や

㟢哲也 議員

 

問　
村
民
が
村
の
施
策
や
取

組
を
学
ぶ
行
政
出
前
講
座
。

村
民
の
主
体
的
な
地
域
作
り

意
識
の
向
上
の
た
め
に
は
重

要
と
考
え
る
が
。

 

村
長　
現
在
も
村
民
の
要
望

に
応
じ
出
張
講
座
を
行
っ
て

い
る
が
要
望
は
少
な
い
。
出

前
講
座
開
設
に
向
け
、
講
座

内
容
等
を
検
討
し
、
内
容
は

広
報
で
周
知
し
て
い
く
。

 

問　
講
座
参
加
者
の
学
び
の

意
欲
を
高
め
る
ワ※

ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
形
式
も
取
り
入
れ
ら
れ

な
い
か
。

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
参
加
者

同
士
が
学
ぶ
講
座
形
式

 

村
長　
村
の
施
策
や
取
組
を

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
講

座
と
し
て
は
考
え
て
い
な
い
。

農
業
地
域
計
画
と

農
家
支
援

 

問　
地
域
農
業
の
将
来
を
検

討
し
定
め
る
農
業
地
域
計
画
。

そ
の
策
定
の
進
捗
状
況
は
。

 

村
長　
令
和
６
年
度
末
の
完

成
を
目
指
し
、
村
内
５
地
区

で
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
稲
刈
り
時
期
の
後
、

再
度
協
議
し
、
計
画
を
取
り

ま
と
め
る
。

 

問　
農
家
は
祭
や
消
防
団
な

ど
地
域
活
動
の
担
い
手
で
も

あ
る
。
地
域
の
維
持
発
展
の

た
め
に
も
村
内
農
業
の
支
援

が
必
要
で
は
。

 

農
林
課
長　
県
や
国
に
対
し
、

村
の
実
情
に
合
う
施
策
や
補

助
事
業
な
ど
も
要
望
し
て
い

く
。

住民向け出前講座開設を
村　長　 講座開設の検討を進める

 

問　
通
学
の
足
と
し
て
の
役

割
も
担
っ
て
い
る
村
内
の
バ

ス
会
社
よ
り
全
路
線
廃
止
の

打
診
が
あ
っ
た
が
、
今
後
の

村
の
対
応
と
県
に
対
す
る
要

請
内
容
は
。

 

村
長　
路
線
維
持
が
難
し
く

全
線
廃
止
も
あ
り
得
る
と
の

話
が
あ
っ
た
が
、
現
行
を
維

持
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
検
討
協
議
中
。
県
知
事
に

対
し
て
は
補
助
金
制
度
の
あ

り
方
に
つ
い
て
問
題
提
起
し

た
。
万
一
、
全
廃
に
な
っ
た

と
し
て
も
通
学
に
支
障
が
な

い
よ
う
対
応
す
る
。

熊
出
没
対
応

 

問　
秋
は
ク
マ
の
活
動
が
活

発
に
な
る
。
人
身
被
害
の
危

険
性
が
高
い
場
合
の
対
応
は
。

 

村
長　
広
報
無
線
や
防
災
メ

ー
ル
に
加
え
、
巡
回
及
び
近

隣
施
設
等
へ
の
連
絡
を
行
い
、

猟
友
会
へ
追
い
払
い
や
捕
獲

を
要
請
す
る
。
ま
た
、
警
察
、

消
防
に
協
力
を
要
請
す
る
。

 

農
林
課
長　
夜
間
や
住
宅
地

で
の
発
砲
が
必
要
の
際
は
、

そ
の
都
度
、
警
察
と
協
議
し

対
応
す
る
。

帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
助
成

 

問　
帯
状
疱
疹
の
重
症
化
で

激
痛
に
苦
し
む
方
が
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
が
高
額
だ
が
村
で

助
成
で
き
な
い
か
。

 
村
長　
国
が
定
期
接
種
に
位

置
づ
け
る
と
公
費
負
担
と
な

る
た
め
、
国
の
動
向
を
注
視

し
、
国
の
判
断
を
待
っ
た
上

で
村
の
対
応
を
考
え
る
。

バス会社の撤退について対応を問う
村　長　 公共交通と通学の足の確保に努める

鈴
す ず き の り お

木紀夫 議員

通学風景

ワークショップ
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村
政
発
展
に
寄
与

　
８
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
関

川
村
自
治
功
労
者
表
彰
式
に
お

い
て
、
伝
信
男
前
議
員
、
平
田

広
議
員
、
菅
原
修
議
員
が
受
賞

し
ま
し
た
。
村
議
会
議
員
と
し

て
村
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功

績
に
よ
る
も
の
で
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

森
林
を
守
り
活
用
す
る

　
９
月
25
日
、
森
林
基
幹
道
岩

船
東
部
線
開
設
事
業
促
進
議
員

連
盟
に
よ
る
現
地
視
察
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
村
上
市
の
門
前
工
区
に
て
、

進
捗
状
況
の
確
認
と
、
今
後
の

予
定
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

植
え
て
育
て
て
伐
っ
て
使
う

　
10
月
２
日
、
第
64
回
岩
船
林

業
振
興
祭
が
村
上
市
総
合
文
化

会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
本
格
的
な
利
用
期
を

迎
え
て
お
り
、「
植
え
て
、
育
て

て
、
伐
っ
て
、
使
う
」
と
い
っ

た
循
環
利
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
式
典
後
、
高
根
地
内
へ
移
動

し
て
花
粉
の
出
な
い
杉
苗
な
ど

を
、
地
元
小
学
生
と
一
緒
に
記

念
植
樹
し
ま
し
た
。

　
10
月
７
日
、
令
和
４
年
の
８

月
豪
雨
災
害
で
被
災
し
、
バ
ス

で
の
代
行
運
転
が
続
く
Ｊ
Ｒ
米

坂
線
の
早
期
復
旧
を
目
指
し
て

「
Ｊ
Ｒ
米
坂
線
復
旧
関
川
期
成

同
盟
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
約
80
人
が
出
席
。

加
藤
弘
村
長
を
は
じ
め
、
村
上

市
の
高
橋
邦
芳
市
長
、
小
国
町

の
仁
科
洋
一
町
長
ら
沿
線
の
首

長
や
議
長
も
来
賓
と
し
て
御
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
復
旧
に
向
け
て
、
中

倉
虎
治
会
長
の
も
と
近
隣
沿
線

自
治
体
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

議
員
活
動
報
告

議
員
活
動
報
告

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞

岩
船
東
部
線
現
地
視
察

岩
船
林
業
振
興
祭

Ｊ
Ｒ
米
坂
線
復
旧
関
川
期
成
同
盟
会

設
立
総
会
開
催

国
・
県
・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
働
き
か
け

伝 前議員菅原議員平田議員
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議会モニター『アンケート』

開かれ
た議会

を

目指し
ています　令和６年９月定例会議アンケート（主な意見を抜粋）

1．議会を傍聴しての感想
●もう少し活発な議論を見たい。
●一般質問の内容が、村民の意見や要望なら深く追求しても良いと思う。
●議員の質問に対し答弁が適切なのか、議員の提案事項は届いているか確認するべき。
●脱炭素について、再度詳しい質問をして貰いたい。
回答：議員の自己研鑚、答弁の追求と追跡、村民の不安解消と理解が得られるように対応します。

2．議会に対する要望
●定例会議の進行が、スムーズに進んでいる印象を受けた。
●議会モニター会議は、議員との意見交換の場として時間に余裕をもって開催して欲しい。
回答：モニター会議は定期的に開催するよう努めます。

議会だより第136号アンケート（主な意見を抜粋）
1．写真やレイアウトについて
●今までの「議会だより」と違った親近感。村で起業し活躍する若人の笑顔が刺激になる。
●カラー写真が良い。営業車両の写真も、営業内容が加われば一層良かった。
●村を盛り上げようと頑張っている若者の表紙、とても爽やかで良い写真。
●写真一枚で全てイメージできて分かり易い。どこの方とか、詳しい記事が入ると良い。
回答：表紙の写真も含め、説明や内容を記事に取入れます。

2．関心を持った記事は？
●議会改革「関川村議会基本条例制定に向けて」
●脱炭素調査特別委員会「視察」
●一般質問「部活動の在り方」「全会議報告」「モニターアンケート」「村民の声」

3．議会について得たい情報は？
●議会だより作成の経緯・議会改革の内容・評決結果報告の反対議決や意見が知りたい。
●モニターが定例会議の一部だけでなく、他に参加できる場が必要である。

4．その他の意見
●村民にとって身近な議会・議会だよりを目指して欲しい。
●議会だよりの早期発行に努力して欲しい。
●各記事に写真が入り分かり易く、読みやすく見やすくなった。
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私
が
関
川
村
に
来
た
の
は
今

か
ら
11
年
前
の
こ
と
で
す
。
長

女
が
２
歳
、
次
女
が
生
ま
れ
る

前
の
こ
と
で
、
自
然
の
あ
る
場

所
で
子
育
て
が
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
ポ
カ
ポ
カ
あ
た

た
か
な
春
の
陽
気
、
初
夏
に
は

緑
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
夜
は

い
っ
せ
い
に
カ
エ
ル
の
大
合
唱
、

夏
は
ギ
ラ
ギ
ラ
太
陽
が
照
り
つ

け
る
永
遠
の
夏
休
み
の
よ
う
な

光
景
、
紅
葉
が
胸
に
し
み
る
美

し
い
秋
、
山
々
が
真
っ
白
な
芸

術
作
品
に
な
る
雪
景
色
の
冬
、

一
年
中
い
つ
も
ど

こ
に
い
て
も
飽
き

る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
最
近

で
は
、
夫
の
職
場

で
も
あ
る
渡
邉
邸

の
中
に
入
る
機
会

が
あ
り
、
昔
の
ま

ま
の
姿
が
残
っ
た

素
晴
ら
し
い
場
所

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

同
じ
村
の
な
か
で

あ
り
な
が
ら
、
ま

た
ど
こ
よ
り
も
関

川
村
を
象
徴
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
な

が
ら
も
、
ま
る
で

別
の
世
界
に
（
あ
る
意
味
そ
う

な
の
で
す
が
）
入
っ
た
よ
う
な

不
思
議
な
感
覚
で
、
ま
た
ふ
ら

り
と
訪
れ
た
い
な
ぁ
と
思
い
ま

す
。

　
以
前
、
長
女
が
作
文
で
「
学

校
の
帰
り
道
、
近
所
の
人
が
お

か
え
り
と
言
っ
て
く
れ
る
」
と

書
い
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
風

に
声
を
か
け
合
い
親
し
く
し
て

も
ら
え
る
の
は
本
当
に
嬉
し
く

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
ま
た

関
川
村
に
は
村
の
方
、
外
か
ら

来
た
方
含
め
、
ひ
と
り
ひ
と
り

を
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
ほ
ど

素
敵
な
方
が
多
く
、
そ
の
分
だ

け
様
々
な
活
動
が
あ
っ
て
、
そ

れ
も
他
に
は
な
い
魅
力
だ
と
思

い
ま
す
。
私
も
週
末
は
関
川
村

の
女
の
子
バ
ン
ド
「
ミ
ン
テ
ィ

ー
ズ
」
の
活
動
に
親
と
し
て
参

加
し
た
り
、
月
１
回
ほ
ど
あ
る

子
育
て
マ
マ
の
会
「
お
む
す
び

の
会
」
に
参
加
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
小
さ
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
、
ど
こ
か

に
属
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、

楽
し
み
や
安
心
感
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。
他
に
も
村
民
会
館
の

図
書
室
へ
行
く
の
も
好
き
で
、

係
の
方
と
お
話
し
た
り
、
静
か

に
過
ご
せ
た
り
で
き
て
と
て
も

落
ち
着
く
場
所
で
す
。

　
私
は
今
、
８
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
関
川
る
〜
む
」
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
も
大
人

も
、
学
校
へ
行
く
子
も
行
か
な

い
子
も
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る

場
で
す
が
、
こ
こ
で
の
活
動
を

通
じ
同
じ
経
験
を
持
つ
親
と
し

て
、
村
内
外
の
不
登
校
の
子
ど

も
を
持
つ
親
御
さ
ん
や
支
援
者

の
方
と
繋
が
れ
た
ら
嬉
し
い
で

す
。
関
川
村
は
強
み
と
魅
力
が

ぎ
ゅ
っ
と
つ
ま
っ
た
素
晴
ら
し

い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な

と
こ
ろ
で
育
つ
子
ど
も
達
を
と

て
も
幸
せ
だ
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

村 民 の 声

齋
さ い と う

藤 志
ゆ き こ

子 さん（南赤谷）

強みと魅力が

「ぎゅっ」とつまった村

　
農
家
に
と
っ
て
は
正
に
実
り
の

秋
。
昨
年
は
高
温
障
害
で
コ
メ
が

白
く
濁
り
品
質
低
下
。
今
年
は
、

中
干
期
の
長
雨
と
高
温
、
そ
し
て

登
熟
期
の
早
期
倒
伏
で
「
く
ず
米
」

が
多
く
２
年
連
続
の
不
作
。
長
年

コ
メ
作
り
を
さ
れ
て
い
る
方
も

「
こ
ん
な
こ
と
は
今
ま
で
に
な
い
」

と
つ
ぶ
や
く
。
異
常
気
象
が
生
活

に
影
を
お
と
す
。

　
今
年
の
夏
、
コ
メ
不
足
で
ス
ー

パ
ー
の
棚
か
ら
コ
メ
が
消
え
た

「
令
和
の
米
騒
動
」。
お
か
げ
で
米

価
が
上
昇
。
し
か
し
、
消
費
者
に

と
っ
て
は
頭
の
痛
い
話
だ
。

　
70
年
前
、
村
発
足
時
の
農
家
数

は
今
の
２
倍
。
米
価
は
物
価
率
を

換
算
す
る
と
今
の
５
倍
。「
農
民
は

生
か
さ
ず
殺
さ
ず
」
江
戸
時
代
の

悪
し
き
言
葉
が
思
い
浮
か
ぶ
。

（
の
）
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